
は
じ
め
に

本
年
４
月
よ
り
神
経
内
科

に
着
任
し
ま
し
た
椎
尾
と
申

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
最
初
に
神
経
内

科
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
神
経
内
科
は
し
ば
し
ば

精
神
科
（
神
経
科
）
や
心
療

内
科
と
混
同
さ
れ
ま
す
が
、

我
々
は
精
神
的
な
症
状
で
は

な
く
、
肉
体
と
し
て
の
脳
、

脊
髄
、
末
梢
神
経
、
筋
肉
の

病
気
を
診
療
し
て
い
ま
す
。

脳
神
経
の
病
気
を
扱
う
科
に

は
脳
神
経
外
科
も
あ
り
ま
す

が
、
脳
神
経
外
科
が
主
に
脳

腫
瘍
、
脳
出
血
、
頭
部
外
傷

な
ど
手
術
を
必
要
と
す
る
病

気
を
診
療
す
る
の
に
対
し
て
、

神
経
内
科
は
投
薬
、
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
内
科
的
な
治
療
を
中

心
に
行
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
脳
梗
塞
、
認
知
症
、
て
ん

か
ん
（
意
識
消
失
、
痙
攣
）、

神
経
変
性
疾
患
（
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
な

ど
）、
炎
症
性
疾
患
、
感
染

症
（
多
発
性
硬
化
症
、
膠
原

病
、
脳
炎
、
髄
膜
炎
な
ど
）、

脊
髄
疾
患
、
末
梢
神
経
障
害

（
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
な

ど
）、
筋
疾
患
（
筋
炎
、
重

症
筋
無
力
症
、
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
な
ど
）
を
診
療
し
て

い
ま
す
が
、
頭
痛
、
物
忘
れ
、

め
ま
い
、
手
足
の
し
び
れ
、

筋
力
低
下
、
歩
行
障
害
な
ど

の
身
近
な
症
状
で
外
来
受
診

さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
診
療
も

我
々
の
仕
事
で
す
。
こ
の
よ

う
に
神
経
内
科
で
は
ご
く
一

般
的
な
症
状
か
ら
稀
な
病
気

ま
で
幅
広
く
診
療
し
て
お
り
、

ま
た
脳
神
経
外
科
の
病
気
も

神
経
内
科
で
検
査
し
て
い
る

中
で
見
つ
か
る
こ
と
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
神
経
内
科

は
日
本
で
は
消
化
器
内
科
や

循
環
器
内
科
な
ど
と
比
べ
る

と
歴
史
の
浅
い
診
療
科
で
す

が
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
脳

梗
塞
、
認
知
症
な
ど
の
患
者

さ
ん
が
増
え
て
い
る
現
在
、

内
科
学
の
大
き
な
柱
の
一
つ

と
し
て
地
位
を
確
立
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
回
述
べ
る

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
神
経

内
科
で
診
療
す
る
代
表
的
な

慢
性
疾
患
で
、
当
院
の
外
来

に
も
多
く
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
患
者
さ
ん
が
通
院
し
て

い
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
は

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は

１
８
１
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
の

医
師
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
に
よ
り
、

筋
肉
の
硬
直
と
振
る
え
を
特

徴
と
す
る
病
気
と
し
て
最
初

に
報
告
さ
れ
、
当
時
は
�
振

戦
麻
痺
�
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

振
戦
と
は
振
る
え
の
こ
と
で

す
。
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
の
神

経
内
科
医
シ
ャ
ル
コ
ー
に
よ

り
、
第
一
発
見
者
の
名
前
を

と
っ
て
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
序
文

に
�
神
経
変
性
疾
患
�
の
中

に
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
入
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
病
気
は
脳

幹
（
大
脳
と
脊
髄
を
結
ぶ
神

経
の
幹
）
の
上
端
に
あ
る
中

脳
の
神
経
細
胞
が
死
滅
し
て

い
く
疾
患
で
、
こ
の
過
程
を

�
変
性
�
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら

神
経
変
性
疾
患
の
一
つ
と
し

て
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

脳
の
中
で
も
黒
質
と
呼
ば
れ

る
場
所
の
神
経
細
胞
が
消
失

し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
際

に
レ
ヴ
ィ
小
体
と
い
う
異
常

な
構
造
物
が
神
経
細
胞
内
に

出
現
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
神
経
細
胞
は

長
い
突
起
を
の
ば
し
、
大
脳

の
線
条
体
と
呼
ば
れ
る
場
所

に
ド
パ
ミ
ン
と
い
う
物
質
を

運
ん
で
お
り
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
で
は
こ
の
神
経
細
胞
が

消
失
す
る
こ
と
か
ら
脳
は
ド

パ
ミ
ン
が
不
足
し
た
状
態
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
線
条
体
や

黒
質
は
大
脳
基
底
核
と
呼
ば

れ
、
人
間
の
運
動
や
姿
勢
の

調
節
、
筋
肉
の
緊
張
、
歩
行

の
制
御
に
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
ド
パ
ミ

ン
が
欠
乏
す
る
と
様
々
の

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
症
状
が

出
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
脳
皮
質
（
大
脳
の
表
面
）

に
は
変
性
が
及
ば
な
い
の
で
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
は
知
能

が
低
下
す
る
こ
と
は
原
則
的

に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
レ

ヴ
ィ
小
体
が
脳
幹
以
外
の
大

脳
皮
質
に
も
出
現
す
る
場
合

が
あ
っ
て
�
び
ま
ん
性
レ

ヴ
ィ
小
体
病
�
と
呼
ば
れ
ま

す
が
、
こ
の
場
合
は
認
知
症

や
幻
覚
な
ど
の
症
状
を
伴
い

ま
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
症
状

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
具
体

的
な
症
状
は
、
動
作
が
緩
慢

に
な
り
、
姿
勢
が
前
方
に
傾

き
、
歩
行
が
小
刻
み
に
な
る
、

手
足
の
振
戦
、
四
肢
が
固
く

動
き
に
く
く
な
る
（
筋
肉
の

緊
張
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
固
縮
と
い
い
ま
す
）、

姿
勢
を
維
持
す
る
反
射
の
障

害
が
生
じ
転
び
や
す
く
な
る
、

と
い
っ
た
症
状
が
見
ら
れ
ま

す
。
振
戦
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
代
表
的
な
症
状
で
す
が
、

安
静
時
に
み
ら
れ
る
こ
と
が

特
徴
で
、
指
で
丸
薬
を
丸
め

る
よ
う
な
動
作
に
似
て
み
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
振
戦

を
来
す
病
気
に
本
態
性
振
戦

と
い
う
遺
伝
性
の
病
気
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
安

静
時
で
は
な
く
、
あ
る
姿
勢

を
と
っ
た
と
き
や
動
作
時
に

振
る
え
る
の
で
区
別
で
き
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
で
は
ま
ば
た
き
が
減

り
表
情
が
乏
し
く
な
り
仮
面

様
顔
貌
と
言
わ
れ
る
硬
い
表

情
に
な
り
ま
す
。
話
し
方
も

小
声
で
単
調
に
な
り
ま
す
。

ま
た
書
字
が
下
手
に
な
り
、

小
さ
な
文
字
を
直
線
に
沿
わ

ず
は
み
出
し
て
書
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
手
足
の
筋
緊
張

の
異
常
に
よ
り
痛
み
を
伴
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
は

左
右
差
が
あ
る
の
が
一
般
的

で
、
た
と
え
ば
左
手
の
振
る

え
、
動
か
し
に
く
さ
か
ら
発

症
し
た
り
、
歩
行
の
際
に
一

方
の
手
の
振
り
が
減
少
し
て

い
た
り
し
ま
す
。
ま
た
自
律

神
経
に
も
異
常
を
き
た
し
、

便
秘
や
頻
尿
、
起
立
性
低
血

圧
な
ど
を
し
ば
し
ば
合
併
し

ま
す
。
一
般
的
に
は
中
年
以

降
に
男
女
か
か
わ
ら
ず
発
症

し
、
日
本
で
は
１０
万
人
に
７０

人
程
度
と
さ
れ
、
欧
米
の

１
０
０－

１
５
０
人
よ
り
は

少
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

神
経
内
科
の
診
療
に
お
い
て

は
ご
く
一
般
的
な
病
気
の
一

つ
で
す
。
遺
伝
性
、
若
年
性

の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
が
稀
に

み
ら
れ
ま
す
が
、
普
通
は
遺

伝
性
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

原
因
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
こ
の
病
気
は
不

思
議
な
こ
と
に
病
気
に
な
り

や
す
い
性
格
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
実
際
、
真
面
目

で
几
帳
面
、
融
通
が
き
か
な

い
と
い
っ
た
性
格
の
方
に
多

く
発
症
し
、
ま
た
喫
煙
者
で

は
少
な
い
事
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

診
断
に
つ
い
て

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
採
血

や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
一
般
的
な

検
査
で
特
徴
的
な
異
常
は
な

く
、
症
状
、
診
察
所
見
、
進

行
性
の
経
過
な
ど
を
ふ
ま
え
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
似
た
症

状
を
来
す
別
の
疾
患
（
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
症
候
群
と
も
い
い

ま
す
）
で
は
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
さ
ら
に
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
治
療
薬
の
有
効
性
な
ど

か
ら
総
合
的
に
診
断
が
な
さ

れ
ま
す
。
厚
生
省
（
現
厚
生

労
働
省
）
研
究
班
に
よ
る
診

断
基
準
を
示
し
ま
す
。（
診

断
基
準
は
絶
対
的
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
類
似

し
た
症
状
を
呈
す
る
病
気
を

総
称
し
て
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症

候
群
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
の

中
に
は
進
行
性
核
上
性
麻
痺
、

脊
髄
小
脳
変
性
症
な
ど
の
神

経
難
病
、
薬
剤
の
副
作
用

（
薬
剤
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症

候
群
）、
正
常
圧
水
頭
症
、

脳
腫
瘍
、
中
毒
（
一
酸
化
炭

素
、
マ
ン
ガ
ン
）、
脳
炎
後

遺
症
、
外
傷
後
遺
症
な
ど

様
々
の
疾
患
が
含
ま
れ
ま
す
。

神
経
内
科
医
の
診
察
所
見
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
診
断
な

ど
か
ら
総
合
的
に
考
え
て
、

こ
れ
ら
の
疾
患
と
区
別
し
ま

す
。
薬
剤
性
と
し
て
は
、
精

神
安
定
剤
、
整
腸
剤
、
制
吐

剤
な
ど
が
有
名
で
頻
度
も
高

い
の
で
要
注
意
で
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療

に
は
薬
物
療
法
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
特
殊
な
外
科

治
療
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
進
行
を
と
め
た
り
、
き

れ
い
さ
っ
ぱ
り
治
し
て
し
ま

う
根
本
的
な
治
療
は
な
く
、

投
薬
や
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り
症

状
を
和
ら
げ
て
日
常
生
活
を

送
れ
る
よ
う
調
整
し
ま
す
。

以
下
に
主
な
治
療
薬
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
。

・
ド
ー
パ

ド
ー
パ
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
患
者
さ
ん
の
線
条
体
で
不

足
し
て
い
る
ド
パ
ミ
ン
を
補

充
す
る
目
的
で
投
与
し
ま
す
。

ド
パ
ミ
ン
そ
の
も
の
は
内
服

し
て
も
脳
に
取
り
込
ま
れ
ま

せ
ん
が
、
ド
ー
パ
は
取
り
込

ま
れ
て
ド
パ
ミ
ン
に
変
化
し
、

効
果
が
現
れ
ま
す
。
ド
ー
パ

は
速
効
性
が
あ
り
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
の
治
療
薬
の
主
役
と

い
え
る
薬
剤
で
、
こ
の
薬
が

有
効
で
あ
れ
ば
逆
に
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
の
診
断
が
よ
り
確

実
に
な
り
ま
す
。
長
年
に
わ

た
っ
て
内
服
し
て
い
る
と
薬

の
効
い
て
い
る
時
間
が
短
縮

す
る
現
象
が
あ
ら
わ
れ
る
患

者
さ
ん
も
い
ま
す
。
副
作
用

と
し
て
は
悪
心
、
嘔
吐
な
ど

の
消
化
器
症
状
、
幻
覚
（
と

く
に
幻
視
）、
ジ
ス
キ
ネ
ジ

ア
と
よ
ば
れ
る
不
随
意
運
動

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ド
パ
ミ
ン
受
容
体
作
動
薬

ド
パ
ミ
ン
は
神
経
細
胞
の

ド
パ
ミ
ン
受
容
体
に
結
合
す

る
こ
と
で
情
報
を
伝
達
し
て

い
る
の
で
す
が
、
こ
の
薬
は

ド
パ
ミ
ン
受
容
体
に
結
合
す

る
こ
と
で
ド
パ
ミ
ン
と
同
様

の
作
用
を
発
揮
す
る
薬
剤
で

す
。
近
年
複
数
の
種
類
の
薬

剤
が
発
売
さ
れ
、
い
ず
れ
も

特
色
が
あ
っ
て
医
師
は
使
い

分
け
て
い
る
の
で
す
が
、

ド
ー
パ
と
同
様
の
副
作
用
が

よ
り
強
く
出
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
こ
の
系
統
の
薬

は
麦
角
系
、
非
麦
角
系
に
わ

け
ら
れ
ま
す
が
、
前
者
は
心

臓
弁
膜
症
の
副
作
用
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
は
非

麦
角
系
の
薬
剤
が
主
流
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・
モ
ノ
ア
ミ
ン
酸
化
酵
素
阻

害
薬ド

パ
ミ
ン
を
分
解
す
る
酵

素
の
働
き
を
妨
げ
る
薬
剤
で
、

治
療
歴
が
長
く
な
っ
て
ド
ー

パ
の
薬
効
時
間
が
短
く
な
り

一
日
の
中
で
調
子
の
良
い
時

間
帯
と
悪
い
時
間
帯
を
生
じ

た
（
日
内
変
動
）
患
者
さ
ん

に
有
効
で
、
ド
ー
パ
の
投
与

量
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。

・
ア
マ
ン
タ
ジ
ン

も
と
も
と
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
薬

と
し
て
開
発
さ
れ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
薬
で
す
。
神
経
細
胞
か

ら
の
ド
パ
ミ
ン
の
放
出
を
促

す
作
用
が
あ
る
た
め
補
助
的

に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
か
つ
て
治
療
の

主
流
で
あ
っ
た
抗
コ
リ
ン
薬

や
、
ド
ロ
キ
シ
ド
パ
、
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｔ
阻
害
薬
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
こ
こ
で
は
割
愛
し
ま
す
。

外
科
的
治
療
と
し
て
は
、

深
部
脳
電
極
に
よ
る
電
気
刺

激
療
法
や
、
定
位
脳
手
術
と

い
う
治
療
が
あ
り
ま
す
が
、

手
術
治
療
は
ま
だ
一
般
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
遺
伝

子
治
療
の
試
み
は
国
内
で
も

よ
う
や
く
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
原
因

不
明
の
神
経
難
病
で
、
患
者

さ
ん
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご

家
族
に
と
っ
て
も
負
担
が
大

き
い
の
で
す
が
、
ま
ず
は
神

経
内
科
で
正
し
い
診
断
を
う

け
、
症
状
を
緩
和
す
る
薬
物

療
法
や
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
原

因
解
明
に
む
け
た
研
究
も
日

進
月
歩
で
あ
り
、
新
し
い
薬

剤
や
遺
伝
子
治
療
な
ど
の
治

療
法
の
開
発
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

表１ パーキンソン病の診断基準

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
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特 
集 

「
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
違
い
」

風
邪
は
正
式
な
病
名
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
な
り
、

鼻
、
の
ど
、
気
管
に
感
染
し
、

発
熱
、
鼻
症
状
、
咳
な
ど
が

出
る
病
気
の
全
体
を
指
し
ま

す
。
一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
正
式
な
病
名
で
、
原
因

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
限
定
さ
れ
ま
す
。
風
邪

と
同
じ
よ
う
に
鼻
、
の
ど
、

気
管
の
感
染
症
で
す
が
、
風

邪
と
異
な
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
感
染
力
や
症
状
が
強
く
、

乳
幼
児
や
高
齢
者
で
重
症
化

す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
特

別
に
風
邪
と
区
別
し
ま
す
。

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
種
類
と
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
」

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
は
、
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ｃ

型
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
Ａ

型
に
は
ウ
イ
ル
ス
の
蛋
白
質

の
Ｈ
と
Ｎ
の
種
類
の
組
み
合

わ
せ
で
、
Ｈ
１
Ｎ
１
、
Ｈ
３

Ｎ
２
、
Ｈ
５
Ｎ
１
…
な
ど
、

種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
Ａ

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
う
ち
で
ヒ
ト
に
感
染
す

る
の
は
一
部
で
あ
り
、
そ
れ

以
外
は
ブ
タ
、
カ
モ
、
ウ
マ
、

ク
ジ
ラ
な
ど
の
様
々
な
動
物

に
感
染
し
ま
す
。

ヒ
ト
以
外
に
感
染
す
る
Ａ

型
ウ
イ
ル
ス
は
、
通
常
は
ヒ

ト
に
感
染
し
ま
せ
ん
が
、
ウ

イ
ル
ス
の
変
異
や
、
異
な
る

種
類
の
ウ
イ
ル
ス
が
混
ざ
る

こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
ヒ
ト

に
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ
た

ウ
イ
ル
ス
を
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
呼
び
ま

す
。

「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
」

約
１０
年
前
か
ら
時
々
、
ト

リ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
Ｈ
５
Ｎ
１
タ
イ
プ
が
、

時
々
ヒ
ト
に
感
染
し
て
い
ま

す
。
ト
リ
に
感
染
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
も
種

類
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
Ｈ
５

Ｎ
１
は
そ
の
う
ち
の
１
種
類

で
す
。
い
く
つ
か
の
種
類
の

ト
リ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
の
一
部
が
と
て
も
毒
性

が
高
く
、
ト
リ
と
ヒ
ト
の
双

方
に
お
い
て
感
染
し
た
場
合

に
死
亡
率
が
高
い
で
す
。
全

て
の
ト
リ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
の
毒
性
が
高
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な

わ
ち
、
ト
リ
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
の
中
に
毒
性
が

高
い
タ
イ
プ
が
あ
り
、
こ
れ

ら
が
変
異
な
ど
で
ヒ
ト
に
感

染
す
る
性
質
を
獲
得
す
る
と
、

ヒ
ト
に
と
っ
て
大
変
な
脅
威

と
な
る
こ
と
が
問
題
な
の
で

す
。死

亡
者
が
出
て
い
る
Ｈ
５

Ｎ
１
は
、
ま
だ
ヒ
ト
に
感
染

す
る
性
質
を
獲
得
し
て
い
な

い
の
で
、
ヒ
ト
へ
の
感
染
は

散
発
的
で
あ
り
流
行
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
新
型
（
ブ
タ
）
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
」

今
回
、
世
界
的
に
流
行
し

て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
は
Ｈ
１
Ｎ
１
タ
イ
プ

で
す
。
毎
年
の
冬
に
流
行
す

る
Ａ
ソ
連
型
も
Ｈ
１
Ｎ
１
で

す
が
、
今
回
の
ウ
イ
ル
ス
の

中
身
は
、
Ａ
ソ
連
型
と
は
別

物
で
、
ブ
タ
に
感
染
す
る
ウ

イ
ル
ス
、
ト
リ
に
感
染
す
る

ウ
イ
ル
ス
、
も
と
も
と
ヒ
ト

に
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
が
混

ざ
っ
た
ウ
イ
ル
ス
な
の
で
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
言

い
ま
す
。
ト
リ
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
混
じ
っ
て
い
る
と

言
っ
て
も
、
毒
性
は
高
く
な

さ
そ
う
で
す
。
前
述
の
よ
う

に
毒
性
が
高
い
ト
リ
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
一

部
の
種
類
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

「
世
界
的
流
行
」

現
在
流
行
し
て
い
る
新
型

（
ブ
タ
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
今
年
３
月
に
メ
キ
シ
コ

の
地
方
で
流
行
が
判
明
し
て

か
ら
北
米
大
陸
を
越
え
て
世

界
中
に
感
染
が
拡
大
す
る
ま

で
、
わ
ず
か
１
ヶ
月
で
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
１
ヵ
月
後
に
は
、

日
本
国
内
で
感
染
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
海
を
超
え
て
の

感
染
拡
大
の
早
さ
に
驚
き
ま

す
。
過
去
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
あ
る
１
９
１
８
年

の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
、
国
際

的
な
人
の
交
流
が
少
な
か
っ

た
そ
の
時
代
で
も
世
界
的
に

拡
大
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
実
か
ら
、
ヒ
ト
が
免
疫
を

持
た
な
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
世
界
的
な
感
染
拡
大

を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。
世
界
中
に
感

染
が
拡
大
す
る
も
の
だ
と
い

う
前
提
で
、
人
類
の
被
害
が

最
小
限
に
な
る
よ
う
に
パ

ニ
ッ
ク
対
策
、
ワ
ク
チ
ン
や

治
療
薬
の
開
発
な
ど
の
努
力

を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

「
症
状
、
診
断
、
治
療
」

症
状
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
風
邪
は
似
て
い
ま
す
が
、

鼻
汁
、
咽
頭
痛
、

咳
な
ど
の
症
状

の
他
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で

は
高
熱
、
関
節

痛
、
筋
肉
痛
が

強
く
出
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

季
節
性
（
Ａ
ソ

連
型
と
Ａ
香
港

型
）
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
新
型

イ
ン
フ
レ
ン
ザ

の
間
に
、
症
状

の
違
い
は
な
さ

そ
う
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
疑
わ
れ

た
場
合
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

簡
易
検
査
を
行

い
ま
す
。
鼻
に

綿
棒
を
入
れ
て

鼻
汁
を
取
り
、

そ
こ
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
い
る
か

ど
う
か
を
判
定

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
検
査

で
は
Ａ
型
か
Ｂ
型
か
の
区
別

は
で
き
ま
す
が
、
Ａ
型
の
な

か
で
ソ
連
型
、
香
港
型
、
新

型
の
区
別
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
区
別
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
と

い
う
特
別
な
検
査
を
行
い
ま

す
が
、
地
方
の
衛
生
研
究
所

な
ど
の
一
部
の
特
別
な
機
関

で
し
か
で
き
な
い
検
査
で
あ

り
、
一
般
の
医
療
機
関
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
現
在
は
患
者

数
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
新

型
の
判
定
は
重
症
患
者
な
ど

に
限
定
し
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、
現

時
点
で
は
ほ
と
ん
ど
が
新
型

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
時
期
に
な
っ
た
時
は
、

季
節
性
か
新
型
か
分
か
ら
な

く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

新
型
か
ど
う
か
の
区
別
は

つ
き
ま
せ
ん
が
、
予
防
方
法

と
治
療
方
法
は
季
節
性
も
新

型
も
同
じ
で
す
。
治
療
に
つ

い
て
は
、
タ
ミ
フ
ル
と
い
う

内
服
薬
と
リ
レ
ン
ザ
と
い
う

吸
入
薬
が
有
効
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
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「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
」

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
様
の
感
染
予
防
に
努
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
対
策
が
大
切

と
な
り
ま
す
の
で
、
自
分
を

守
る
た
め
に
、
人
に
う
つ
さ

な
い
た
め
に
次
の
こ
と
を
日

頃
か
ら
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
手
洗
い

・
う
が
い
の
励
行
」、「
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
」
の
２
つ
で
す
。

手
洗
い
と
う
が
い
は
、
個

人
の
衛
生
の
基
本
で
す
。
外

出
か
ら
帰
宅
し
た
ら
、
手
洗

い
と
う
が
い
を
行
う
習
慣
を

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
食
事
前
、
咳
や
く
し
ゃ
み

を
手
で
覆
っ
た
後
、
鼻
を
か

ん
だ
後
も
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。手

洗
い
が
で
き
な
い
状
況

で
、
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る

と
き
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ

ン
カ
チ
で
押
さ
え
る
よ
う
に

し
、
な
る
べ
く
手
を
使
わ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

咳
や
く
し
ゃ
み
を
覆
っ
た

手
で
ド
ア
ノ
ブ
や
つ
り
革
な

ど
に
触
る
と
、
付
着
し
た
ウ

イ
ル
ス
が
人
の
手
を
介
し
、

直
接
口
や
鼻
に
触
れ
る
こ
と

で
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。（
接
触
感
染
と
い
い
ま

す
）正

し
い
手
洗
い
方
法
は
、

表
１
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

効
果
的
な
う
が
い
の
方
法

と
し
て
は
、
ま
ず
口
の
中
の

食
べ
か
す
や
雑
菌
を
取
る
た

め
に
、
正
面
を
向
い
た
ま
ま
、

口
の
中
を
ゆ
す
ぎ
ま
す
（
１

〜
２
回
）。
そ
の
後
、
の
ど

の
埃
や
菌
な
ど
を
洗
い
流
す

た
め
に
、
顔
を
上
に
向
け
て

「
ガ
ラ
ガ
ラ
」
と
１０
秒
ほ
ど

行
い
ま
す
（
２
回
）。

続
い
て
、「
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
」
で
す
。

・
咳
や
く
し
ゃ
み
の
症
状
が

あ
る
と
き
は
、
他
の
人
に

う
つ
さ
な
い
た
め
に
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と

き
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
い
な
い
場
合
は
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ

で
口
と
鼻
を
覆
い
、
周
囲

の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
、

で
き
れ
ば
１
ｍ
以
上
離
れ

ま
す
。

・
使
用
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、

す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
へ
捨
て
ま

し
ょ
う

・
咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス

ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

し
ょ
う

マ
ス
ク
の
効
果
に
つ
い
て

は
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま

す
。家

庭
用
の
マ
ス
ク
で
も
、

咳
を
し
て
い
る
人
の
ウ
イ
ル

ス
の
拡
散
を
あ
る
程
度
は
防

ぐ
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
健
常
者
が
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
て
も
、

ウ
イ
ル
ス
の
吸
入
を
完
全
に

予
防
で
き
な
い
た
め
、
過
信

は
禁
物
で
す
。

マ
ス
ク
を
正
し
く
装
着
し

な
い
と
、
感
染
の
リ
ス
ク
を

低
下
さ
せ
る
よ
り
も
感
染
の

リ
ス
ク
の
増
加
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

マ
ス
ク
の
装
着
は
、
説
明

書
を
よ
く
読
み
、
正
し
く
装

着
し
て
く
だ
さ
い
。
ウ
イ
ル

ス
が
付
着
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
不
織
布
タ
イ

プ
の
マ
ス
ク
は
、
使
い
捨
て

が
原
則
で
す
。

プ
リ
ー
ツ
型
の
装
着
方
法

は
、
表
２
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が

け
、
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
感

染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
一
般
家
庭
に
お
い
て
の
予
防
方
法
」

５
月
１４
日
か
ら
５
月
２５
日
ま
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
、
成
田
検
疫
業
務
に

協
力
し
た
功
労
と
し
て
、
当
院
及
び
当
院
の
協
力
職
員
に
対
し
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

感染対策チーム
医長
いとやま さとる

糸山 智

感染予防対策室
感染管理認定看護師

立川 美香

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
協
力
に
伴
う
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
の
贈
呈
」

表１ web 広報東京平成２１年６月号より引用表２ 〈マスクの装着方法〉マスクをつける前に手洗いを行う

８月２７日
厚生労働大臣室での感謝状の授与

９月４日
当院院長室で応援者職員への授与

第９４号（２）平成２１年１０月１日



長
生
き
は
し
た
も
の
の
…

…
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
で

よ
く
耳
に
す
る
の
は
「
寝
た

き
り
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

寝
た
き
り
や
要
介
護
に
な
る

こ
と
は
、
ご
本
人
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
そ
れ
を
と
り
ま

く
人
々
に
と
っ
て
も
つ
ら
く

残
念
な
も
の
で
す
。
で
は
寝

た
き
り
に
な
る
原
因
に
は
ど

う
い
う
病
気
が
多
い
の
で

し
ょ
う
か
。
だ
れ
で
も
思
い

つ
く
の
は
脳
卒
中
や
認
知
症

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
は
確

か
に
こ
れ
ら
の
病
気
が
注
目

さ
れ
、
予
防
の
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
実
は
、
寝

た
き
り
や
要
介
護
の
４
人
に

一
人
は
、
関
節
の
痛
み
や
骨

折
な
ど
、
体
を
動
か
す
部
分

の
病
気
が
原
因
だ
っ
た
の
で

す
。
体
を
動
か
す
部
分
の
病

気
に
対
し
て
予
防
や
治
療
が

正
し
く
行
わ
れ
れ
ば
、
多
く

の
方
が
明
る
い
人
生
を
送
れ

る
だ
け
で
な
く
、
現
在
問
題

に
な
っ
て
い
る
介
護
の
負
担

も
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
日
本
整
形
外
科
学

会
で
は
次
の
様
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
、
略
し
て
ロ
コ
モ
と
は

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
、
略
し
て
メ
タ
ボ
と

い
う
言
葉
が
大
変
有
名
に
な

り
ま
し
た
。
内
臓
に
た
ま
っ

た
脂
肪
が
気
が
つ
か
な
い
う

ち
に
い
ろ
い
ろ
な
悪
さ
を
し

て
、
や
が
て
動
脈
硬
化
か
ら

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
を
生
じ
、

命
が
危
な
い
、
あ
る
い
は
命

が
助
か
っ
て
も
寝
た
き
り
に

な
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
す
。

日
本
中
で
メ
タ
ボ
撲
滅
が
騒

が
れ
、
お
な
か
の
出
て
い
る

方
は
肩
身
が
狭
く
な
り
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
て
、
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
と
い
う
の
は
、

辞
書
を
引
く
と
「
機
関
車
」

と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
も

ち
ろ
ん
機
関
車
好
き
の
病
気

と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
は
、
私
達
の
体
の

中
で
機
関
車
に
相
当
す
る
部

分
、
つ
ま
り
体
を
動
か
す
役

目
を
果
た
す
、
骨
や
関
節
、

�

�

�

筋
肉
や
神
経
な
ど
が
知
ら
な

�

�

�

�

い
う
ち
に
衰
え
て
、
気
が
つ

い
た
ら
要
介
護
、
寝
た
き
り

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
シ

ナ
リ
オ
を
い
い
ま
す
。

試
し
て
み
よ
う
、
ロ
コ

チ
ェ
ッ
ク

読
者
の
皆
さ
ん
の
中
で
も

と
く
に
中
高
年
の
方
の
中
に

は
、
ロ
コ
モ
に
関
係
す
る
病

気
で
整
形
外
科
に
お
か
か
り

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
膝
の
軟
骨
が
す
り

減
る
変
形
性
膝
関
節
症
の
患

者
さ
ん
は
全
国
で
２
５
０
０

万
人
以
上
、
骨
が
も
ろ
く

な
っ
て
骨
折
し
や
す
く
な
る

骨
粗
鬆
性
は
大
腿
骨
だ
け
で

も
１
０
０
０
万
人
以
上
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
病
気
の
あ
る
方
が
正
し
い

治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
、
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
流
れ
の
中
に
巻
き
込
ま
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
た
と
え
こ
れ
ら
の
病

気
が
な
い
方
で
も
、
ロ
コ
モ

が
忍
び
寄
っ
て
い
る
危
険
性

が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法
が
ロ
コ

チ
ェ
ッ
ク
で
す
。（
表
）
こ

れ
ら
の
５
項
目
の
う
ち
一
つ

で
も
当
て
は
ま
れ
ば
ロ
コ
モ

の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
決
し

て
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
早

い
方
で
は
４０
歳
台
か
ら
始
ま

る
の
で
、
自
分
に
は
関
係
な

い
と
思
っ
て
い
る
方
も
是
非

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

今
日
か
ら
ロ
コ
ト
レ

で
は
ロ
コ
モ
を
予
防
し
た

り
、
す
で
に
な
っ
て
い
て
も

よ
り
軽
く
す
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
体
を
動
か
す
部
分
の
衰

え
で
す
か
ら
、
当
然
運
動
が

第
一
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で
は
ど
の
よ
う
な
運
動

が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
た

と
え
ば
、
前
に
出
て
き
た
変

形
性
膝
関
節
症
や
骨
粗
鬆
症

の
治
療
に
は
そ
の
た
め
の
運

動
が
あ
っ
て
、
病
院
で
指
導

を
受
け
ら
れ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
運
動

も
、
も
ち
ろ
ん
ロ
コ
モ
対
策

に
有
効
で
す
が
、
さ
ら
に
ロ

コ
ト
レ
と
い
う
名
前
で
ロ
コ

モ
対
策
に
有
効
な
運
動
が
い

く
つ
か
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
代
表
的
な
二
種
類

を
ご
紹
介
し
ま
す
（
図

日

本
整
形
外
科
学
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋
）。
ど
ち

ら
も
自
分
一
人
で
自
宅
で
出

来
る
運
動
で
す
。
た
だ
ロ
コ

モ
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
こ

の
様
な
基
本
的
な
運
動
で
も

か
え
っ
て
体
を
傷
め
る
危
険

性
が
あ
る
た
め
、
不
安
の
あ

る
方
は
医
師
と
相
談
し
、
き

ち
ん
と
指
導
を
受
け
て
か
ら

始
め
て
下
さ
い
。
こ
れ
ら
の

運
動
を
基
本
に
し
て
、
さ
ら

に
余
裕
の
あ
る
方
は
趣
味
の

ス
ポ
ー
ツ
に
励
ま
れ
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

な
お
ロ
コ
モ
に
つ
い
て
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
日
本
整
形

外
科
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
://w

w
w.joa.or.

jp
/jp

/public/locom
o

/
locom

o_ pam
phlet.pdf

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

ロコチェック

□ 片脚立ちで靴下がはけない

□ 家の中でつまずいたり滑ったりする

□ 階段を上るのに手すりが必要

□ 横断歩道を青信号で渡りきれない

□ １５分くらい続けて歩けない

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て

内
科
部
長
に
、「
ま
ぎ
れ

も
な
く
糖
尿
病
で
す
。」
と

宣
告
さ
れ
て
、
３
か
月
経
ち

ま
し
た
。

「
う
ち
は
糖
尿
病
の
家
系

で
は
な
い
の
に
、
何
故
だ
ろ

う
。」
と
、
は
じ
め
の
う
ち

は
、
腑
に
落
ち
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
太
り
過
ぎ

と
運
動
不
足
が
原
因
か
と
思

い
、
食
事
療
法
（
カ
ロ
リ
ー

制
限
と
ア
ル
コ
ー
ル
制
限
）

と
運
動
療
法
（
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
）
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
３
か
月
で
７
�
や
せ
、

７３
�
に
な
り
ま
し
た
。
腹
囲

も
５
�
細
く
な
り
、
９５
�
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
問
題
の
血
糖
値

を
測
っ
て
み
ま
し
た
。
い
つ

も
の
よ
う
に
午
前
７
時
に
朝

ご
飯
を
食
べ
、
電
車
で
出
勤

し
、
午
前
９
時
に
食
後
２
時

間
の
血
糖
値
を
測
っ
た
と
こ

ろ
、
血
糖
値
は
１
１
５
で
し

た
。「
自
分
は
３
か
月
で
糖

尿
病
を
克
服
し
た
。」
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
日
は
１
日

気
持
ち
良
く
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
翌
日
、「
明
日
は
、

早
朝
空
腹
時
血
糖
を
測
定
す

る
ぞ
。
き
っ
と
１
０
０
以
下

に
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

そ
れ
で
糖
尿
病
は
完
治

だ
。」
と
勝
手
に
思
い
ま
し

た
。
そ
の
夜
は
い
つ
も
の
よ

う
に
、
夕
方
少
な
め
の
夕
食

を
摂
り
、
１
時
間
歩
い
て
帰

宅
し
ま
し
た
。
家
に
着
く
と

お
腹
が
ペ
コ
ペ
コ
で
し
た
が
、

空
腹
を
我
慢
し
て
そ
の
ま
ま

寝
ま
し
た
。
翌
朝
、
空
腹
を

こ
ら
え
、
何
も
食
べ
ず
に
、

１
時
間
歩
い
て
出
勤
し
、
早

朝
空
腹
時
血
糖
を
測
定
し
ま

し
た
。「
一
昨
日
の
食
後
２

時
間
値
よ
り
悪
い
は
ず
は
な

い
。
絶
対
に
１
１
５
以
下
に

違
い
な
い
。」
と
予
想
し
て

い
ま
し
た
が
、
予
想
は
は
ず

れ
、
血
糖
値
は
１
２
７
で
し

た
。「

空
腹
を
我
慢
し
て
飢
餓

状
態
を
作
れ
ば
血
糖
値
は
下

が
る
。」
と
漠
然
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
そ

う
単
純
な
こ
と
で
は
な
い
ら

し
い
の
で
す
。
お
そ
ら
く
、

飢
餓
状
態
に
な
る
と
、
脳
は

血
糖
値
を
上
げ
る
よ
う
に
指

令
を
出
し
、
身
体
は
そ
の
よ

う
に
活
動
す
る
の
で
し
ょ
う
。

極
端
な
空
腹
は
糖
尿
病
の
治

療
に
逆
効
果
で
あ
る
ら
し
い

の
で
す
。

早
朝
空
腹
時
血
糖
値
が
、

２
日
前
の
朝
食
２
時
間
後
の

血
糖
値
よ
り
高
か
っ
た
原
因

と
し
て
、
私
に
思
い
当
た
る

こ
と
が
も
う
ひ
と
つ
あ
り
ま

す
。
朝
食
２
時
間
後
の
血
糖

値
を
測
っ
た
日
は
、
自
宅
で

ゆ
っ
く
り
朝
食
を
摂
っ
て
出

勤
し
ま
し
た
し
、
当
日
は
外

来
患
者
さ
ん
も
少
な
く
、
あ

く
せ
く
し
な
い
で
ゆ
っ
た
り

し
た
気
持
ち
で
血
液
検
査
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
早
朝
空
腹
時
の
血
糖
を

測
定
し
た
日
は
、
前
日
か
ら

空
腹
を
こ
ら
え
、
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
ま
し
た
。
空
腹
に
耐

え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
血
糖

値
が
一
昨
日
よ
り
高
い
は
ず

は
な
い
と
思
い
込
み
、
極
端

な
表
現
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

臨
戦
態
勢
に
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
も
、
精
神
状
態
も
血
糖

値
に
影
響
を
与
え
る
ら
し
い

の
で
す
。
お
そ
ら
く
、
イ
ラ

イ
ラ
し
た
り
、
あ
せ
っ
た
り
、

余
裕
が
な
い
時
に
は
、
血
糖

値
が
上
が
る
の
で
し
ょ
う
。

要
す
る
に
、
身
体
の
ス
ト

レ
ス
も
心
の
ス
ト
レ
ス
も
血

糖
値
を
上
げ
、
糖
尿
病
に
は

良
く
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ

う
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
糖

尿
病
の
治
療
に
は
、
忙
し
く

て
も
休
憩
時
間
を
き
ち
ん
と

取
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
、
楽
し

く
、
お
い
し
く
、
適
量
の
食

事
を
摂
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
ま
し
た
。

「
親
が
糖
尿
病
な
の
で
、

そ
の
遺
伝
で
自
分
も
糖
尿
病

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と

悩
ん
で
い
る
方
も
少
な
く
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
食
事
、

運
動
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
、

生
活
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、

糖
尿
病
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
よ
う
で
す
。
血
糖
値
を

決
め
る
の
は
血
統
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

糖糖
尿尿
病病
闘闘
病病
記記

第４回

整形外科
部長

冲永 修二

精神科
部長
かめやま ともみち

亀山 知道
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地下鉄有楽町線 

地下鉄南北線 

�至 新宿 
JR総武線 

神
楽
坂 

B2a出口 

交番 

日本歯科大学 

西口 

飯田橋郵便局 

A4出口 

地
下
鉄
東
西
線

地
下
鉄
大
江
戸
線

至 千葉 

法
政
大
学 

管理棟・ 
健康管理センター 

診療棟・病棟 
東京逓信病院 

JR 飯田橋駅 

地下鉄 飯田橋駅 

地下鉄 飯田橋駅 

地
下
鉄 

飯
田
橋
駅 

４
階
西
病
棟
は
、
泌
尿
器

科
・
耳
鼻
咽
喉
科
の
混
合
病

棟
で
す
。

耳
鼻
咽
喉
科
に
は
、
主
に

耳
・
鼻
・
喉
の
病
気
や
急
な

め
ま
い
な
ど
で
、
点
滴
治
療

や
手
術
を
目
的
と
し
て
、
ま

た
泌
尿
器
科
に
は
、
主
に
腎

臓
・
尿
管
・
膀
胱
・
前
立
腺

な
ど
の
病
気
で
、
検
査
、
点

滴
な
ど
の
投
薬
治
療
、
放
射

線
治
療
や
手
術
を
目
的
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
患
者
さ
ま
が

入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
院
し
て
来
ら
れ
る
患
者

さ
ま
の
大
半
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
不
安
を
お
持
ち
に
な
っ
て

お
り
、
入
院
の
当
日
に
病
室

へ
ご
案
内
を
し
ま
す
と
、

「
ど
ん
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

な
っ
て
い
る
の
？
」「
初
め

て
の
入
院
だ
か
ら
、
何
が
何

だ
か
不
安
で
ね
」「
検
査
や

手
術
は
ど
ん
な
感
じ
に
な
る

の
？
」
な
ど
の
質
問
を
受
け

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

検
査
や
手
術
な
ど
の
治
療
を

受
け
ら
れ
る
た
め
に
入
院
さ

れ
た
の
で
す
が
、
治
療
に
か

か
わ
る
入
院
生
活
の
イ
メ
ー

ジ
が
わ
か
ず
、
不
安
に
な
ら

れ
る
患
者
さ
ま
が
多
い
よ
う

で
す
。

こ
の
た
め
、
私
た
ち
看
護

師
は
、
患
者
さ
ま
の
入
院
中

に
お
け
る
最
も
身
近
な
存
在

と
し
て
、
患
者
さ
ま
が
安
心

し
て
入
院
生
活
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
患
者
さ
ま

へ
の
心
配
り
に
努
め
て
い
ま

す
。
看
護
師
は
、
患
者
さ
ま

の
入
院
中
、
２４
時
間
関
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
三
交

替
制
勤
務
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
患
者
さ
ま
に
安
心
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
担
当
が
交

替
す
る
度
に
受
持
ち
の
患
者

さ
ま
の
と
こ
ろ
に
伺
い
、

「
こ
れ
か
ら
担
当
の
○
○
で

す
。」
と
必
ず
伝
え
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を

行
う
こ
と
に
よ
り
患
者
さ
ま

も
担
当
の
看
護
師
が
分
か
り
、

声
を
か
け
や
す
く
相
談
も
し

や
す
い
の
で
安
心
し
て
入
院

生
活
を
過
ご
せ
る
と
の
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
院
で
は
、
診
断

名
や
治
療
の
内
容
に
よ
り
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
を
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
パ
ス
と
は
、
例
え

て
言
う
な
ら
旅
行
会
社
の

「
旅
行
日
程
表
」
の
よ
う
な

も
の
で
、
診
断
名
や
検
査
・

治
療
名
に
合
わ
せ
て
、
入
院

日
か
ら
退
院
日
ま
で
の
標
準

的
な
治
療
と
看
護
の
経
過
が

日
ご
と
に
示
さ
れ
、
ど
の
時

点
で
何
を
行
う
の
か
項
目
別

に
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
適
用
で
入

院
の
患
者
さ
ま
へ
は
書
面
で

そ
の
内
容
を
説
明
し
て
お
り

ま
す
。

患
者
さ
ま
は
、
事
前
に
、

「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ

う
に
行
動
す
る
の
か
」
に
つ

い
て
具
体
的
な
情
報
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

入
院
時
に
抱
か
れ
て
い
た
不

安
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
治
療
内
容
や
手
術
又

は
検
査
前
後
の
生
活
行
動
が

分
か
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ま

ご
自
身
が
積
極
的
に
治
療
や

検
査
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

患
者
さ
ま
と
医
師
・
看
護

師
・
他
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

共
通
の
意
識
を
持
っ
て
、
治

療
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
、

こ
の
結
果
、
早
期
快
復
、
早

期
退
院
へ
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

私
た
ち
看
護
師
は
、
今
後

と
も
患
者
さ
ま
が
安
全
で
安

心
し
て
入
院
生
活
を
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
患
者
さ

ま
中
心
の
看
護
計
画
や
目
標

を
立
て
る
こ
と
は
当
然
で
あ

り
ま
す
が
、
患
者
さ
ま
の
早

期
快
復
に
向
け
て
よ
り
良
い

看
護
の
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

受
診
の
際
、
窓
口
に
提
示
す

る
も
の
は
？

７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
対
象
（
７５
歳
以
上
）
に
な

る
ま
で
引
き
続
き
健
康
保
険

組
合
や
国
民
健
康
保
険
な
ど

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
際
、
自
己
負

担
割
合
を
記
載
し
た
「
高
齢

受
給
者
証
」
が
発
行
さ
れ
ま

す
。
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ

る
際
は
、
必
ず
健
康
保
険
証

と
高
齢
受
給
者
証
を
あ
わ
せ

て
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

７５
歳
以
上
の
方
（
６５
歳
以

上
７４
歳
以
下
の
方
で
一
定
の

障
が
い
が
あ
る
と
認
定
さ
れ

た
方
も
含
む
）
に
つ
い
て
は
、

現
在
加
入
中
の
医
療
保
険

（
健
康
保
険
組
合
、
国
民
健

康
保
険
等
）
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
し
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）」が
交
付
さ

れ
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診

さ
れ
る
際
は
こ
の
保
険
証
を

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

入
院
と
外
来
の
自
己
負
担
割

合
７０
歳
以
上
の
方
は
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医
療

費
に
つ
い
て
外
来
、
入
院
に

応
じ
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら

れ
た
負
担
割
合
で
お
支
払
い

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

外
来
の
場
合
、
所
得
に
応

じ
て
設
定
さ
れ
た
上
限
額

（
自
己
負
担
限
度
額
）
を
超

え
て
支
払
っ
た
額
は
、
申
請

に
基
づ
き
後
で
払
い
戻
さ
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
区
分
が

「
一
般
」
の
方
が
外
来
受
診

さ
れ
た
際
、
１
ヵ
月
１
２
、

０
０
０
円
ま
で
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
１
２
、０

０
０
円
を
超
え
た
分
に
つ
い

て
は
、
ご
加
入
先
の
保
険
者

に
払
い
戻
し
の
申
請
を
す
る

こ
と
で
、
後
か
ら
戻
っ
て
き

ま
す
。

入
院
の
場
合
も
１
ヵ
月
分

の
医
療
費
に
は
所
得
に
応
じ

て
設
定
さ
れ
た
上
限
額
（
自

己
負
担
限
度
額
）
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
医
療
費
が
高
額

に
な
っ
た
場
合
も
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
の
負
担
で
済
む

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
区
分
が
「
一
般
」
の

方
が
入
院
さ
れ
た
場
合
、
１

ヵ
月
の
医
療
費
は
４
４
、４

０
０
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
区
分
が
「
低
所
得
者

�
・
低
所
得
者
�
」
に
あ
た

る
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
、
申

請
に
よ
り
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、

一
度
ご
加
入
先
の

保
険
者
に
お
問
い

合
わ
せ
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま

す
。こ

れ
ら
の
自
己

負
担
限
度
額
に
は

入
院
時
の
食
事
代

（
標
準
負
担
額
）

や
差
額
ベ
ッ
ド
代

は
含
み
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
同
一

世
帯
で
同
じ
医
療

保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
、
１
ヵ

月
の
外
来
・
入
院

の
自
己
負
担
の
合

計
額
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た

場
合
に
つ
い
て
も
、

申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
払
い
戻
さ
れ

ま
す
。

医

療

福

祉

７０
歳
以
上
の
方
の
医
療
制
度

の

新
任
医
師
紹
介

☆
平
成
２１
年
７
月
１
日
付
採
用

腎臓内科医師
たか の ひで き

�野 秀樹

科
学
的
に
正
し
い
治
療
を
個
々
の
患

者
さ
ま
の
状
態
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

耳鼻咽喉科医師
ふく おか おさむ

福岡 修

本
年
７
月
よ
り
耳
鼻
咽
喉
科
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
。
わ
か
り
易
い
説
明
で
、

ご
納
得
い
た
だ
け
る
診
療
を
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

当院を退職しました

★平成２１年６月３０日付退職

太田 樹（腎臓内科医師）

西田 広一郎（救急総合診療科医師）

尾関 英徳（耳鼻咽喉科医師）

交通のご案内診 療 科
一般内科、内分泌・代謝内科、血液内科、神経内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、呼吸器内科、精神科、一般・消
化器外科、呼吸器外科、心臓血管外科、脳神経外科、整形外科、婦人科、小児科、眼科、皮膚科、形成外科、泌尿器
科、耳鼻咽喉科、放射線科、麻酔科、リハビリテーション科、歯科口腔外科、救急総合診療科

外来診療日
●月曜日～金曜日（祝日及び年末年始を除く。）

予約の方法・予約受付の時間帯等
●電話での予約…９：００～１７：００
●電話番号………………０３‐５２１４‐７３８１

時間外（急患）診療
●連絡先…………………０３‐５２１４‐７７６８（救急診療室）

診療受付時間

８：３０～１１：００まで

１２：３０～１４：３０まで

８：００～１６：００まで

午前の診療

午後の診療

自動受付機（予約のある方のみ）

窓口

ホームページアドレス http : //www.tth-japanpost.jp/
メールアドレス admin@tth-japanpost.jp

ナース
ステーション

４階西病棟
看護師長

大田 ひろみ

《７０歳以上の方の自己負担割合》※６５歳以上７４歳以下の方で一定の障がいがあると認定された方も含む

対 象

※	

「低所得�」「低所
得�」「現役並み所
得者」のいずれにも
当てはまらない方

住民税非課税で I以
外の方

年金収入８０万円以下
等

※
（ ）内の額は多数該当（過去１年間に３回以上の支給を受けた場合の４回目以降）の限度額。
※	「現役並み所得者」の方のうち、下記のいずれかに該当する場合は、ご加入の保険者に届け出ることにより「一般」の
区分となります。

●世帯内に他の７０歳以上の方がいない場合、収入額が３８３万円未満の場合
●世帯内に他の７０歳以上の方がいる場合、収入の合計額が５２０万円未満の場合
※�、�の自己負担割合となるには、後期高齢者医療の窓口へ申請が必要となります。

外 来＋入 院
（世帯ごと）

８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）×１％
（４回目以降限度額４４，４００円）※

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

外 来
（個人ごと）

４４，４００円

１２，０００円

８，０００円

負担
割合

３割負担

１割負担

区 分

現 役 並 み
所 得 者

一 般

低所得者�
※�

低所得者�
※�

東京逓信病院のご利用案内 ～全科診療予約制を実施しています～

安
心
し
て
入
院
生
活
を
過
ご
し

て
い
た
だ
く
た
め
に

第９４号（４）平成２１年１０月１日


